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１ 沿  革 

 

昭和３１． ４  更生保護会財団法人八南会設立認可申請 

   ３２． ３  設立認可 

   ３２． ４  八王子市緑町９２番地において事業開始 

          収容定員 男子青少年８名 

   ３５．１０  増改築 収容定員２３名に変更 

   ４４． ５  現在地に第１期新築工事着工 

（４４．１０ Ａ棟竣工） 

   ４５． ３  収容定員を１５名に変更 

   ４５． ４  第２期新築工事着工（４５．９ Ｂ棟竣工） 

   ４６． ２  収容定員を３０名に変更 

   ４７．１２  事業一時休止 

   ５５． ８  女子青少年施設に変更認可 収容定員１４名 

   ５５．１２  名称を財団法人紫翠苑と変更 

   ５６． ９  事業再開 

平成 ８． ４  更生保護法人へ組織変更 

   １９．１０  少年女子１０名，成人女子４名に収容定員変更 

 
 

             －１－ 



２ 紫翠苑職員  

９名（うち常勤職員６名，元少年院長・元福祉施設職員等） 

男性：３名 女性：６名 

年齢層：２０代～６０代 

 

 

３ 平成２８年度  収容保護状況 

 

収 容 保 護 状 況 [実人員] 

２７年度から 

繰   越 

２８年度 

受  入 

２８年度中の 

退   苑 

２９年度に 

繰  越 

８ 

（１） 

２６ 

（７） 

２７ 

（８） 

７ 

（２） 

在 苑 期 間 [退苑者のみ] 

１月未満 ２月未満 ３月未満 ６月未満 ６月以上 

２ 

（－） 

３ 

（２） 

５ 

（－） 

１１ 

（３） 

６ 

（３） 

注（ ）内は，少年の実人員であり，内数である。 

 

 

 

 

 

 

              －２― 

新規受入人員の内訳 新規受入者の犯罪・非行名 

保護観察処分    ０ 

少年院仮退院    ７ 

刑務所仮釈放   １８ 

家裁試験観察    ０ 

更生緊急保護    １ 

ぐ   犯     ５ 

窃   盗     ３ 

覚せい剤等    １５ 

売春防止法違反   ０ 

そ の 他     ３ 



４ 写真で見る 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

                 －３－ 

日課 

  ６：１５  朝の散歩(希望者)

    ７：００  起床・洗面・朝食

    ７：４５  掃除 

    ９：００ 

      (通勤・通学・就活など) 

    １２：００  昼食（弁当持参）

 

    １８：００～２１：００  

（帰苑，入浴・食事） 

２２：００  消灯 

      

居室(定員１４名) 

 
個室を提供しています。 

職員は， 
無職者に対する指導 

  生活指導や相談助言 
  薬物離脱指導 
  給食準備などの衣食住の手当て 

ハローワークや面接会場への引率 
保護観察所への引率 
市役所や福祉事務所への諸手続き 
地域住民や来客の応対 
入苑者の出迎え，退苑者の送り込み

退苑先の紹介 
矯正施設に出向いての面接 
各種報告書や資料作成 

紫翠苑 玄 関 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 －４－ 

入苑初期の段階で，求職活動を

行います。 
調理やゴミ出しは，生活訓練の

一環です 

「連絡会」(集会活動)で，苑生活

についての話し合いをします。 

家族との面談・親子の話し合いを

行い，関係回復を目指します。 

薬物依存回復プログラム， 

ダルクミーティングのほか，「ＳＭＡＲＰＰ－１６」

を活用した講座を行います。 

当苑グランド

に建つ 

町会会館 

支援者との交流会，餅つきやバー

ベキュー会などを楽しみます。 

「退苑生の集い」，新米ママの赤ちゃ

んを囲み，みんなで談笑しました。 



    

退苑生からのメール 
おはよん 

この当たり前の日常が幸せだわ 

  

少年院でね 私が幸せってなに？ 幸せになれるかな？ そんな資格あるのか

な？ 

と思っていたときがあってね 

先生方にきいたの 

 

したらね 

いいんだよ・・・だってあなたはいままで沢山辛い思いしてきたじゃん 

絶対幸せになれる なっていいんだよって励まされた 

そのときは言葉だけを理解しているみたいな感じだったけど 

先生方が教えてくれた幸せについてが 

今は身に染みてよくわかる 

 

ほんとうにねー 

 

こういう ボーってしてたときにお世話になった少年院とか鑑別とか医療と

か、、、   収容されたころは 

こんなところに入っても意味ねぇよ！ わたしはなんにも変わんねぇ！ってね 

 

頑張って生きてきてよかった 

幸せになるならない 

これは自分次第なんだろうけど 

先生方に誘導されてたみたい 見えない糸でさ！ 

誰も不幸を望んで産まれてくる人なんていないもんね 

なんか長くなったけど  

伝えたかったことは先生方への感謝と  

子どもに 温かい家庭の中ですくすく育ってほしい  

幸せ 愛情を感じてほしいってことね 

では・・・・ 

 

 

               （上記メールの公表につき，本人承諾済み。） 

  

   「１か月後の私へ」(自分から自分への手紙) 

いまごろ、仕事を始めたばかりで、多分、忙しい毎日を送っていると思う。 

地元に帰って、ちゃんと友達選びをしていますか。私はしあわせになると決めた

のだから、友達選びを失敗しないでほしい。 

お母さんとも、いろいろ話し相手になって仲良くしていることでしょう。お兄と

はまだ 1 か月だから和解していないだろうな。でもいつかはしないとね。 

明後日に私は退苑します。今、心はとてもおだやかです。これからも、この気持

ちがずっと続く日々をおくってほしい。 

私は私を信じています。      

1 か月後の私に心を込めて 

 
       （上記手紙の公表につき，本人承諾済み。） 

―５― 

 
 


